
(57)【要約】

【課題】中継局を経由したP-MP方式の無線データ通信に

おいて、無線基地局が無線基地局／中継局間の通信スケ

ジュールのみならず、中継局／中継局間の通信スケジュ

ールや中継局／無線端末間の通信スケジュールもスケジ

ューリングする。

【解決手段】BSで生成・管理されるSS管理テーブルには

、通信端末(SS)ごとに直接接続先、ダウンロード時（SS

受信時）干渉源、アップロード時（SS送信時）干渉源、

BS－SS間のバーストプロファイルおよびRS－SS間のバー

ストプロファイルが登録されている。ダウンロード時干

渉源は、各SSが干渉源となるBSもしくはRSの識別子を接

続先のBSへ通知することで生成される。アップロード時

干渉源は、BSがRS配下のSSから起動時のレンジング等を

キャプチャしたり、RSが配下以外のSSからレンジング等

をキャプチャし、そのリストをBSへ通知したりすること

で生成される。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 基 地 局 、 無 線 中 継 局 お よ び 複 数 の 無 線 端 末 を 含 み 、 無 線 基 地 局 と 各 無 線 端 末 と が 少
な く と も 一 つ の 中 継 局 を 経 由 し て パ ケ ッ ト を 交 換 す る パ ケ ッ ト 交 換 網 の 通 信 ス ケ ジ ュ ー リ
ン グ 方 法 に お い て 、
　 無 線 基 地 局 が 、 自 局 か ら 無 線 中 継 局 お よ び 無 線 端 末 へ の ダ ウ ン ロ ー ド 時 の 干 渉 源 を 検 知
す る 手 順 と 、
　 無 線 基 地 局 が 、 無 線 中 継 局 お よ び 無 線 端 末 か ら 自 局 へ の ア ッ プ ロ ー ド 時 の 干 渉 源 を 検 知
す る 手 順 と 、
　 無 線 基 地 局 が 、 前 記 検 知 し た 干 渉 情 報 に 基 づ い て 、 無 線 基 地 局 と 無 線 中 継 局 と の 間 、 お
よ び 無 線 中 継 局 と 無 線 端 末 と の 間 で の 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル を 立 案 す る 手 順 と 、
　 無 線 基 地 局 か ら 無 線 中 継 局 へ 、 前 記 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル の マ ッ プ が 登 録 さ れ た フ レ ー ム を
送 信 す る 手 順 と 、
　 無 線 中 継 局 が 、 前 記 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル が 登 録 さ れ た フ レ ー ム を 受 信 す る 手 順 と 、
　 前 記 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル が 登 録 さ れ た フ レ ー ム を 受 信 し た 無 線 中 継 局 か ら 無 線 端 末 へ 、 当
該 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル の マ ッ プ が 登 録 さ れ た フ レ ー ム を 送 信 す る 手 順 と を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 通 信 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 無 線 基 地 局 が ダ ウ ン ロ ー ド 時 の 干 渉 源 を 検 知 す る 手 順 が 、
　 各 無 線 端 末 が 、 無 線 基 地 局 お よ び 無 線 中 継 局 か ら 送 信 さ れ る ブ ロ ー ド キ ャ ス ト メ ッ セ ー
ジ を 受 信 す る 手 順 と 、
　 各 無 線 端 末 が 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト メ ッ セ ー ジ を 受 信 で き た 送 信 元 の う ち 、 接 続 先 の 無 線
基 地 局 ま た は 無 線 中 継 局 以 外 の 他 の 無 線 基 地 局 お よ び 無 線 中 継 局 を 干 渉 源 と し て 認 識 す る
手 順 と 、
　 前 記 無 線 端 末 が 、 前 記 干 渉 源 の 識 別 情 報 を 含 む 干 渉 情 報 を 無 線 基 地 局 へ 通 知 す る 手 順 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 無 線 基 地 局 が ア ッ プ ロ ー ド 時 の 干 渉 源 を 検 知 す る 手 順 が 、
　 無 線 中 継 局 が 、 無 線 端 末 か ら 送 信 さ れ た メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 手 順 と 、
　 無 線 中 継 局 が 、 メ ッ セ ー ジ を 受 信 で き た 無 線 端 末 の う ち 、 配 下 以 外 の 無 線 端 末 を 干 渉 源
と し て 認 識 す る 手 順 と 、
　 無 線 中 継 局 が 、 前 記 干 渉 源 の 識 別 情 報 を 含 む 干 渉 情 報 を 無 線 基 地 局 へ 通 知 す る 手 順 と を
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 通 信 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 無 線 基 地 局 が 、 自 局 と 中 継 局 と の 間 で の 通 信 タ イ ミ ン グ 、 お よ び 中 継 局 と 無 線 端 末
と の 間 で の 通 信 タ イ ミ ン グ を 規 定 す る マ ッ プ を 作 成 す る 手 順 と 、
　 前 記 無 線 基 地 局 と 無 線 中 継 局 と が 、 前 記 マ ッ プ お よ び 当 該 マ ッ プ で 通 信 タ イ ミ ン グ を 規
定 さ れ た パ ケ ッ ト が 含 ま れ る フ レ ー ム を 送 受 信 す る 手 順 と 、
　 前 記 無 線 中 継 局 と 無 線 端 末 と が 、 前 記 マ ッ プ お よ び 当 該 マ ッ プ で 通 信 タ イ ミ ン グ を 規 定
さ れ た パ ケ ッ ト が 含 ま れ る フ レ ー ム を 送 受 信 す る 手 順 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 通 信 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 無 線 基 地 局 が 、 前 記 取 得 し た 干 渉 情 報 に 基 づ い て 、 無 線 中 継 局 間 で の 通 信 ス ケ ジ ュ
ー ル を 立 案 す る 手 順 と 、
　 無 線 中 継 局 間 で 、 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル の マ ッ プ お よ び パ ケ ッ ト の 登 録 さ れ た フ レ ー ム を 送
受 信 す る 手 順 と を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 通 信
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 無 線 基 地 局 は 、 相 互 に 干 渉 し な い パ ケ ッ ト を 同 一 タ イ ミ ン グ で 通 信 さ せ る 通 信 ス ケ
ジ ュ ー ル を 立 案 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 通 信 ス ケ ジ ュ
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ー リ ン グ 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 通 信 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 方 法 に 係 り 、 特 に 、 中 継 局 を 経 由 し た P-MP方 式 の 無 線
デ ー タ 通 信 に 好 適 な 通 信 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 送 信 機 会 の 割 り 当 て 方 法 は ス ケ ジ ュ ー リ ン グ と 呼 ば れ 、 最 も シ ン プ ル な ア ル ゴ リ ズ ム の
FIFO（ First In First Out） で は 、 全 て の フ ロ ー に 対 し て キ ュ ー が 1本 の み 用 意 さ れ 、 入
力 パ ケ ッ ト が 到 着 順 に キ ュ ー イ ン グ さ れ る と と も に 到 着 し た 順 番 で ス ケ ジ ュ ー リ ン グ が 行
わ れ る 。 す な わ ち 、 よ り 早 く 到 着 し た パ ケ ッ ト が よ り 早 く 出 力 さ れ る 。 し か し な が ら 、 FI
FOで は 電 話 や ビ デ オ な ど の 時 間 に 厳 し い リ ア ル タ イ ム ト ラ フ ィ ッ ク と 、 フ ァ イ ル 転 送 や We
b、 Eメ ー ル 等 の ノ ン リ ア ル タ イ ム ト ラ フ ィ ッ ク と が 混 在 し て キ ュ ー イ ン グ さ れ る た め 、 サ
ー ビ ス 品 質 （ QoS） を 保 証 す る こ と が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 非 特 許 文 献 １ に は 、 IEEE802.16（ 以 降 、 802.16） と 呼 ば れ る 高 速 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム
が 開 示 さ れ 、 QoS制 御 機 能 を サ ポ ー ト す る こ と が 謳 わ れ て い る 。 802.16に お け る QoSパ ラ メ
ー タ に は 、 パ ケ ッ ト の 遅 延 時 間 や ジ ッ タ 、 伝 送 速 度 な ど が あ る 。 こ こ で 、 こ れ ら の パ ラ メ
ー タ は 基 地 局 内 も し く は 基 地 局 － 無 線 端 末 間 で 保 証 さ れ る も の で あ り 、 エ ン ド － エ ン ド の
も の で は な い 。 つ ま り 、 例 え ば 下 り リ ン ク の 場 合 、 保 証 す べ き 遅 延 時 間 や ジ ッ タ は 、 基 地
局 が パ ケ ッ ト を 受 け 取 っ て か ら 、 そ れ を 無 線 端 末 に 対 し て 送 信 す る ま で の 遅 延 時 間 や ジ ッ
タ で あ る 。 な お 、 802.16に は 特 に 指 定 さ れ た ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム は 存 在 し な い
。
【 非 特 許 文 献 １ 】 IEEE Standard for Local and metropolitan area networks - Part 16
: Air Interface for Fixed Broadband Wireless Access Systems, IEEE 802.16 -2004, 
Oct, 2004.
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 802.16で は QoS保 証 が 可 能 で あ る が 、 そ の 具 体 的 な ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム が 規
定 さ れ て い な い 。 そ の た め 、 802.16に は QoS保 証 の 可 能 な ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム
が 必 要 と な る 。 ま た 、 802.16を 無 線 中 継 さ せ た マ ル チ ホ ッ プ ネ ッ ト ワ ー ク を 実 現 す る 際 は
、 中 継 を 考 慮 し た ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 手 法 の 策 定 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 し た 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 し 、 中 継 局 を 経 由 し た P-MP方 式 の 無 線
デ ー タ 通 信 に お い て 、 無 線 基 地 局 が 無 線 基 地 局 ／ 中 継 局 間 の 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル の み な ら ず
、 中 継 局 ／ 中 継 局 間 の 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル や 、 中 継 局 ／ 無 線 端 末 間 の 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル も ス
ケ ジ ュ ー リ ン グ で き る 通 信 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 無 線 基 地 局 、 無 線 中 継 局 お よ び 複 数 の 無 線
端 末 を 含 み 、 無 線 基 地 局 と 各 無 線 端 末 と が 中 継 局 を 経 由 し て パ ケ ッ ト を 交 換 す る パ ケ ッ ト
交 換 網 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 方 法 に お い て 、 以 下 の よ う な 手 順 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 (1)無 線 基 地 局 が 、 自 局 か ら 無 線 中 継 局 お よ び 無 線 端 末 へ の ダ ウ ン ロ ー ド 時 の 干 渉 源 を
検 知 す る 手 順 と 、 無 線 基 地 局 が 、 無 線 中 継 局 お よ び 無 線 端 末 か ら 自 局 へ の ア ッ プ ロ ー ド 時
の 干 渉 源 を 検 知 す る 手 順 と 、 無 線 基 地 局 が 、 前 記 検 知 し た 干 渉 情 報 に 基 づ い て 、 無 線 基 地
局 と 無 線 中 継 局 と の 間 、 お よ び 無 線 中 継 局 と 無 線 端 末 と の 間 で の 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル を 立 案
す る 手 順 と 、 無 線 基 地 局 か ら 無 線 中 継 局 へ 、 前 記 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル の マ ッ プ が 登 録 さ れ た
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フ レ ー ム を 送 信 す る 手 順 と 、 無 線 中 継 局 が 、 前 記 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル が 登 録 さ れ た フ レ ー ム
を 受 信 す る 手 順 と 、 前 記 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル が 登 録 さ れ た フ レ ー ム を 受 信 し た 無 線 中 継 局 か
ら 無 線 端 末 へ 、 当 該 通 信 ス ケ ジ ュ ー ル の マ ッ プ が 登 録 さ れ た フ レ ー ム を 送 信 す る 手 順 と を
含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 し た 特 徴 (1)に よ れ ば 、 無 線 基 地 局 は 無 線 端 末 お よ び 無 線 中 継 局 か ら 干 渉 情 報 を 取
得 で き る の で 、 無 線 基 地 局 と 無 線 中 継 局 と の 間 の 通 信 タ イ ミ ン グ の み な ら ず 、 無 線 基 地 局
間 で の 通 信 タ イ ミ ン グ お よ び 無 線 中 継 局 と 無 線 端 末 と の 間 の 通 信 タ イ ミ ン グ を 、 干 渉 を 生
じ さ せ る こ と な く 設 定 で き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ ， ２ は
、 本 発 明 の パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 方 法 が 適 用 さ れ る 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の ネ ッ
ト ワ ー ク 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 親 局 （ 無 線 基 地 局 BSお よ び 無 線 中 継 局 RS） の カ バ レ ッ ジ エ リ ア の 位 置 関 係 を 示
し た 図 で あ り 、 無 線 基 地 局 BSの カ バ レ ッ ジ エ リ ア Absと ２ つ の 無 線 中 継 局 RS1， RS2の カ バ
レ ッ ジ エ リ ア Ars1， Ars2と が 相 互 に 重 な っ て い る 。 図 ２ は 、 子 局 （ 無 線 端 末 SS） の カ バ レ
ッ ジ エ リ ア の 位 置 関 係 を 示 し た 図 で あ り 、 各 無 線 端 末 SS1， SS2… の カ バ レ ッ ジ エ リ ア Ass1
， Ass2… が 相 互 に 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 SSは 、 BSあ る い は RSに 接 続 さ れ る と 、 接 続 先 以 外 の BSも し く は RSを 予 め 定 め ら れ た 手
順 で BSへ 通 知 す る 。 こ の 際 、 例 え ば レ ン ジ ン グ 要 求 （ RNG-REQ） を ベ ー ス に し た オ リ ジ ナ
ル メ ッ セ ー ジ に 、 干 渉 源 と な る BS／ RSの MACア ド レ ス も し く は BSID（ BS識 別 子 ） を 入 れ て B
Sへ 通 知 す る こ と に よ り 、 BSは 各 SSの 干 渉 源 と な る BS／ RSを 把 握 で き る 。 ま た 、 各 BS／ RS
も 、 レ ン ジ ン グ 要 求 等 を キ ャ プ チ ャ す る な ど し て 、 自 身 に 接 続 さ れ て は い な い が 自 身 に 電
波 が 到 達 す る SSを 探 索 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ は 、 図 1， ２ に 示 し た 位 置 関 係 に 関 し て 、 各 SSと の 通 信 結 果 に 基 づ い て BSで 生 成 さ
れ る SS管 理 テ ー ブ ル の 一 例 を 示 し た 図 で あ り 、 通 信 端 末 (SS)ご と に 、 そ の 直 接 接 続 先 、 ダ
ウ ン ロ ー ド 時 （ SS受 信 時 ） 干 渉 源 、 ア ッ プ ロ ー ド 時 （ SS送 信 時 ） 干 渉 源 、 BS－ SS間 の バ ー
ス ト プ ロ フ ァ イ ル （ 変 調 方 式 や FECコ ー ド タ イ プ な ど の パ ラ メ ー タ 値 の セ ッ ト 。 BS－ SS間
の CINRな ど に よ り 決 定 さ れ る ） 、 お よ び RS－ SS間 の バ ー ス ト プ ロ フ ァ イ ル が 登 録 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の SS管 理 テ ー ブ ル に お い て 、 ダ ウ ン ロ ー ド 時 干 渉 源 は 、 各 SSが 干 渉 源 と な る BSも し く
は RSの 識 別 子 （ MACア ド レ ス や ID） を 接 続 先 の BSへ 通 知 す る こ と で 生 成 さ れ る 。 各 SSは BS
や RSか ら の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト メ ッ セ ー ジ を 聞 く こ と で 、 干 渉 源 と な り 得 る BSや RSを 認 識 す
る 。 す な わ ち 、 各 SSは 最 初 に 接 続 先 BSも し く は RSを 決 定 す る 際 に 、 数 フ レ ー ム に 渡 っ て BS
や RSか ら 送 信 さ れ る 様 々 な ブ ロ ー ド キ ャ ス ト メ ッ セ ー ジ を 確 認 し 、 そ の 際 に 接 続 先 BSも し
く は RS以 外 の BS、 RSを 干 渉 源 と し て 認 識 す る 。 ま た 、 SSが 移 動 す る 場 合 は 、 定 期 的 に 上 記
の よ う な 検 索 処 理 が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 ア ッ プ ロ ー ド 時 干 渉 源 は 、 BSが SSか ら レ ン ジ ン グ 等 を 直 接 キ ャ プ チ ャ し た り 、 あ
る い は BSが RS配 下 の SSか ら 起 動 時 の レ ン ジ ン グ 等 を キ ャ プ チ ャ し た り 、 RSが 配 下 以 外 の SS
か ら レ ン ジ ン グ 等 を キ ャ プ チ ャ し 、 そ の リ ス ト を BSへ 通 知 す る こ と で 、 BSは ア ッ プ ロ ー ド
時 に 干 渉 が 起 き そ う な SSの 組 を 認 識 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ２ に 示 し た SS1の カ バ レ ッ ジ エ リ ア Ass1内 に は 、 直 接 接 続 先 の BS以 外 に RS1が
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位 置 し て お り 、 SS1か ら BSへ の ア ッ プ ロ ー ド 時 に RS1と 干 渉 す る 可 能 性 が あ る の で 、 図 ３ の
SS管 理 テ ー ブ ル で は 、 SS1の UL時 干 渉 源 に 「 RS1」 が 登 録 さ れ て い る 。 た だ し 、 図 1に 示 し
た よ う に 、 SS1は RS1の カ バ レ ッ ジ エ リ ア Ars1お よ び RS2の カ バ レ ッ ジ エ リ ア Ars2の い ず れ
か ら も 外 れ て お り 、 BSか ら SS1へ の ダ ウ ン ロ ー ド 時 に は 干 渉 す る 親 局 が 存 在 し な い 。 し た
が っ て 、 図 ３ の SS管 理 テ ー ブ ル で は 、 SS1の DL時 干 渉 源 は 未 登 録 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 同 様 に 、 図 ２ に 示 し た SS2の カ バ レ ッ ジ エ リ ア Ass2内 に は 、 直 接 接 続 先 の BS以 外 に RS2が
位 置 し て お り 、 SS2か ら BSへ の ア ッ プ ロ ー ド 時 に RS2と 干 渉 す る 可 能 性 が あ る の で 、 図 ３ の
SS管 理 テ ー ブ ル で は 、 SS2の UL時 干 渉 源 に 「 RS2」 が 登 録 さ れ て い る 。 た だ し 、 図 １ に 示 し
た よ う に 、 SS2は RS1の カ バ レ ッ ジ エ リ ア Ars1お よ び RS2の カ バ レ ッ ジ エ リ ア Ars2の い ず れ
か ら も 外 れ て お り 、 BSか ら SS2へ の ダ ウ ン ロ ー ド 時 に は 干 渉 す る 親 局 が 存 在 し な い 。 し た
が っ て 、 図 ３ の SS管 理 テ ー ブ ル で は SS2の DL時 干 渉 源 は 未 登 録 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 同 様 に 、 図 ２ に 示 し た SS12の カ バ レ ッ ジ エ リ ア Ass2内 に は 、 直 接 接 続 先 の RS1以 外 に RS2
が 位 置 し て お り 、 SS12か ら RS1へ の ア ッ プ ロ ー ド 時 に RS2と 干 渉 す る 可 能 性 が あ る の で 、 図
３ の SS管 理 テ ー ブ ル で は 、 SS12の UL時 干 渉 源 に 「 RS2」 が 登 録 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 １
に 示 し た よ う に 、 SS12は RS1の カ バ レ ッ ジ エ リ ア Ars1の み な ら ず RS2の カ バ レ ッ ジ エ リ ア Ar
s2に も 位 置 し て い る の で 、 RS1か ら SS12へ の ダ ウ ン ロ ー ド 時 に は RS2と 干 渉 す る 可 能 性 が あ
る 。 し た が っ て 、 図 ３ の SS管 理 テ ー ブ ル で は 、 SS12の DL時 干 渉 源 に RS2が 登 録 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 図 1， ２ に 示 し た 位 置 関 係 の と き に BSで 生 成 さ れ る RS管 理 テ ー ブ ル の 一 例 を 示
し た 図 で あ り 、 無 線 中 継 局 (RS)ご と に 、 そ の 直 接 接 続 先 、 ダ ウ ン ロ ー ド 時 （ RS受 信 時 ） 干
渉 源 、 ア ッ プ ロ ー ド 時 （ RS送 信 信 ） 干 渉 源 、 お よ び BSと 通 信 す る 際 の バ ー ス ト プ ロ フ ァ イ
ル が 前 記 と 同 様 に 登 録 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 を 適 用 し た BSの 主 要 部 の 構 成 を 示 し た 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 こ こ で は
本 発 明 の 説 明 に 不 用 な 構 成 は 図 示 が 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 パ ケ ッ ト 分 配 部 １ ０ １ は 、 BSが 受 信 し た SS宛 の パ ケ ッ ト を 、 そ の サ ー ビ ス ク ラ ス に 応 じ
て い ず れ か の キ ュ ー １ ０ ２ （ １ ０ ２ － １ 、 １ ０ ２ － ２ … １ ０ ２ － ｎ ） へ キ ュ ー イ ン グ す る
。 各 キ ュ ー １ ０ ２ に は 、 キ ュ ー イ ン グ さ れ た パ ケ ッ ト の ア ド レ ス 、 パ ケ ッ ト サ イ ズ お よ び
キ ュ ー イ ン グ 時 刻 等 を 管 理 す る キ ュ ー テ ー ブ ル １ ０ ８ （ １ ０ ８ － １ 、 １ ０ ８ － ２ … １ ０ ８
－ ｎ ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 パ ケ ッ ト 抽 出 部 １ ０ ３ は 、 後 に 詳 述 す る 優 先 度 ポ リ シ ー １ ０ ４ に 基 づ い て 、 中 継 局 を 経
由 す る パ ケ ッ ト の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 機 会 が 中 継 局 を 経 由 し な い パ ケ ッ ト の ス ケ ジ ュ ー リ ン
グ 機 会 よ り も 、 中 継 局 の 経 由 数 に 相 当 す る フ レ ー ム 数 分 だ け 優 先 さ れ 、 そ の 結 果 、 中 継 局
を 経 由 す る こ と で 生 じ る 遅 延 が 補 わ れ る よ う に 、 各 キ ュ ー １ ０ ２ の 先 頭 パ ケ ッ ト を 選 択 的
に 抽 出 し て ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 機 会 を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 マ ッ プ 作 成 部 １ ０ ５ は 、 前 記 SS管 理 テ ー ブ ル １ １ ０ な ら び に 後 に 詳 述 す る 今 回 マ ッ プ 作
成 補 助 テ ー ブ ル １ １ １ お よ び 次 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル １ １ ２ 等 に 基 づ い て 、 ｎ 番 目 の
フ レ ー ム で 送 信 さ れ る パ ケ ッ ト の 送 信 タ イ ミ ン グ を 管 理 す る マ ッ プ を 作 成 す る 。 フ レ ー ム
作 成 部 １ ０ ６ は 、 前 記 パ ケ ッ ト 抽 出 部 １ ０ ３ で 抽 出 さ れ た 複 数 の パ ケ ッ ト が 、 そ の 送 信 タ
イ ミ ン グ を 規 定 す る 前 記 マ ッ プ と 共 に 登 録 さ れ た フ レ ー ム を 生 成 す る 。 フ レ ー ム 送 信 部 １
０ ７ は 、 前 記 マ ッ プ お よ び パ ケ ッ ト の 登 録 さ れ た フ レ ー ム を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 フ レ ー ム を 受 信 し た RSま た は SSで は 、 当 該 フ レ ー ム に 登 録 さ れ て い る マ ッ プ を 参 照 し 、
BSか ら 自 局 へ の 送 信 タ イ ミ ン グ （ タ イ ム ス ロ ッ ト ） を 認 識 し て パ ケ ッ ト を 受 信 す る と 共 に
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、 当 該 マ ッ プ で 自 局 か ら 配 下 の RSま た は SSへ の 送 信 タ イ ミ ン グ が 指 定 さ れ て い れ ば 、 こ れ
を 認 識 し て 当 該 タ イ ミ ン グ で 配 下 の RSま た は SSへ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 、 前 記 フ レ ー ム 生 成 １ ０ ６ で 生 成 さ れ る フ レ ー ム の 主 要 部 の 構 成 を 模 式 的 に 示 し
た 図 で あ り 、 マ ッ プ 登 録 部 に は 、 前 記 マ ッ プ 生 成 部 １ ０ ５ で 生 成 さ れ た マ ッ プ が 登 録 さ れ
る 。 こ の マ ッ プ で は 、 フ レ ー ム の DLス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部 に 登 録 さ れ て い る SS宛 ま た は RS宛
の DLパ ケ ッ ト の 送 信 時 刻 T_1， T_2や 、 ULス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部 に 登 録 さ れ て い る ULパ ケ ッ ト
の 受 信 時 刻 T_a， T_bを 定 め た ス ケ ジ ュ ー ル が 登 録 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ は 、 本 実 施 形 態 に お い て 各 フ ロ ー に 付 与 さ れ る サ ー ビ ス ク ラ ス の 分 類 を 示 し た 図 で
あ り 、 本 実 施 形 態 で は 複 数 の サ ー ビ ス ク ラ ス が 用 意 さ れ 、 サ ー ビ ス ク ラ ス ご と に キ ュ ー が
設 け ら れ て い る 。 こ こ で は IEEE802.16と 同 様 に 、 優 先 度 の 高 い ク ラ ス か ら UGS（ unsolicit
ed grant service） 、 rtPS（ real-time polling service） 、 nrtPS（ non-real-time poll
ing service） 、 お よ び BE（ Best Effort） の ４ ク ラ ス に 分 類 さ れ て い る 。 さ ら に 「 UGS」
、 「 rtPS」 お よ び 「 nrtPS」 の 各 サ ー ビ ス ク ラ ス は 、 SSと の 接 続 形 態 が 直 接 で あ る か RSを
中 継 す る か に 応 じ て 分 類 さ れ 、 さ ら に 接 続 形 態 が 「 中 継 」 で あ る サ ー ビ ス ク ラ ス に 関 し て
は BS－ SS間 の ホ ッ プ 数 ご と に 分 類 さ れ 、 さ ら に 緊 急 度 が 高 い サ ブ ク ラ ス と 低 い サ ブ ク ラ ス
と に 分 類 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 UGSク ラ ス に は 、 等 間 隔 で 送 信 さ れ る 固 定 長 の パ ケ ッ ト か ら な る フ ロ ー 、 例 え ば T1/
E1回 線 や VoIPな ど が 含 ま れ る 。 rtPSク ラ ス に は 、 等 間 隔 で 送 信 さ れ る 可 変 長 の パ ケ ッ ト か
ら な る フ ロ ー 、 例 え ば MPEGビ デ オ な ど が 含 ま れ る 。 nrtPSク ラ ス に は 、 FTPの よ う に 遅 延 耐
性 は あ る が 最 低 ト ラ フ ィ ッ ク レ ー ト は 要 求 さ れ る フ ロ ー な ど が 含 ま れ る 。 BEク ラ ス に は 、
何 の QoSも 必 要 と せ ず 、 基 本 的 に は 空 き ス ロ ッ ト で 配 送 さ れ る フ ロ ー が 含 ま れ る 。 UGSに お
け る QoSパ ラ メ ー タ と し て は ジ ッ タ 、 遅 延 時 間 、 伝 送 速 度 が 挙 げ ら れ る 。 rtPSに お け る QoS
パ ラ メ ー タ と し て は 遅 延 時 間 、 伝 送 レ ー ト が 挙 げ ら れ る 。 nrtPSに お け る QoSパ ラ メ ー タ と
し て は 伝 送 レ ー ト が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ８ は 、 BSに お け る パ ケ ッ ト 送 信 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 手 順 を 模 式 的 に 表 現 し た 図 で あ り
、 前 記 優 先 度 ポ リ シ ー １ ０ ４ に 基 づ い て パ ケ ッ ト 抽 出 部 １ ０ ３ に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ S１ で は 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 UGS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急 度 高 」 の フ ロ ー に 割
り 当 て ら れ た キ ュ ー の パ ケ ッ ト に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 機 会 が 与 え ら れ る 。 ス テ ッ プ S２ で は
、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 rtPS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急 度 高 」 の フ ロ ー に 割 り 当 て ら れ た キ ュ
ー の パ ケ ッ ト に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 機 会 が 与 え ら れ る 。 ス テ ッ プ S３ で は 、 サ ー ビ ス ク ラ ス
が 「 nrtPS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急 度 高 」 の フ ロ ー に 割 り 当 て ら れ た キ ュ ー の パ ケ ッ ト に
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 機 会 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 同 様 に 、 ス テ ッ プ S４ で は 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 UGS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急 度 低 」 の フ
ロ ー に 割 り 当 て ら れ た キ ュ ー の パ ケ ッ ト に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 機 会 が 与 え ら れ る 。 ス テ ッ プ
S５ で は 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 rtPS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急 度 低 」 の フ ロ ー に 割 り 当 て ら
れ た キ ュ ー の パ ケ ッ ト に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 機 会 が 与 え ら れ る 。 ス テ ッ プ S６ で は 、 サ ー ビ
ス ク ラ ス が 「 nrtPS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急 度 低 」 の フ ロ ー に 割 り 当 て ら れ た キ ュ ー の パ
ケ ッ ト に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 機 会 が 与 え ら れ る 。 ス テ ッ プ S７ で は 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 BE
」 の フ ロ ー に 割 り 当 て ら れ た キ ュ ー の パ ケ ッ ト に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 機 会 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ９ は 、 上 記 し た ス テ ッ プ S１ ～ Ｓ ６ で サ ー ビ ス ク ラ ス ご と に 実 行 さ れ る パ ケ ッ ト ス ケ
ジ ュ ー リ ン グ の 手 順 を 詳 細 に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 な お 、 当 該 フ ロ ー チ ャ ー ト の
ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ～ Ｓ ２ ７ で 実 施 さ れ る 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル （ １ １ １ ） に 関 す る 一
連 の 処 理 、 お よ び ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ ～ Ｓ ２ ９ で 実 施 さ れ る 次 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル （ １
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１ ２ ） に 関 す る 一 連 の 処 理 に つ い て は 、 後 に 図 １ １ ～ 図 １ ３ の 各 テ ー ブ ル を 参 照 し て 改 め
て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ S２ １ で は 、 同 一 の サ ー ビ ス ク ラ ス に 所 属 す る 各 キ ュ ー の 先 頭 パ ケ ッ ト を 優 先
度 順 に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る た め の 優 先 度 変 数 mに 初 期 値 の 「 １ 」 が セ ッ ト さ れ る 。 ス テ
ッ プ S２ ２ で は 、 今 回 の サ ー ビ ス ク ラ ス （ 最 初 は 、 「 UGS」 の 「 緊 急 度 高 」 ） の 各 キ ュ ー の
先 頭 パ ケ ッ ト を 対 象 に 、 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 条 件 が 満 足 さ れ て い る パ ケ ッ ト の 有 無 が 、 接 続
形 態 が 直 接 お よ び 中 継 の 区 別 無 く 判 定 さ れ る 。 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 条 件 が 満 足 さ れ て い る パ
ケ ッ ト が 一 つ で も あ れ ば ス テ ッ プ S２ ３ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ０ は 、 サ ー ビ ス ク ラ ス ご と に 設 定 さ れ た ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 条 件 を 一 覧 表 示 し た 図 で
あ り 、 こ こ で 指 定 さ れ た 条 件 を 満 足 で き る 先 頭 パ ケ ッ ト の み が 送 信 機 会 を ス ケ ジ ュ ー リ ン
グ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 UGS」 お よ び 「 rtPS」 の い ず れ か で 緊 急 度 が 「 高
」 の 各 キ ュ ー の 先 頭 パ ケ ッ ト に 関 し て は 、 現 在 時 刻 tcか ら キ ュ ー イ ン グ 時 刻 tqを 減 じ た 待
機 時 間 (tc－ tq)が 、 サ ー ビ ス ク ラ ス ご と に 異 な る 基 準 待 機 時 間 （ Δ t_ugs、 Δ t_rtpt） を
超 え て い れ ば 、 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 条 件 が 満 た さ れ て い る と 判 定 さ れ る こ と を 基 本 と し て い
る 。 た だ し 、 BSか ら RSを 中 継 し て 宛 先 の SSに 至 る リ レ ー パ ケ ッ ト は 、 BSか ら RSを 中 継 せ ず
に 宛 先 の SSへ 直 接 至 る ダ イ レ ク ト パ ケ ッ ト よ り も 送 信 機 会 が 中 継 回 数 （ ホ ッ プ 数 ） 分 だ け
増 え る の で 、 当 該 中 継 回 数 に 応 じ て 遅 延 時 間 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は RSを 経 由 す る パ ケ ッ ト が RSを 経 由 し な い パ ケ ッ ト よ り も 、 こ の
RSを 経 由 す る こ と で 損 な わ れ る 品 質 （ 遅 延 時 間 ） の 相 殺 分 だ け 優 先 さ れ て 、 両 者 の ス ケ ジ
ュ ー リ ン グ 機 会 が 均 等 化 さ れ る よ う に 、 前 記 待 機 時 間 (tc－ tq)に ホ ッ プ 数 (n-1)と パ ケ ッ
ト 長 Lfと を 積 を 加 算 し て 待 機 時 間 を 較 正 し 、 較 正 後 の 待 機 時 間 に 基 づ い て ス ケ ジ ュ ー リ ン
グ 条 件 を 判 定 す る よ う に し て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 で は RSを 経 由 す る パ ケ ッ ト が 、
RSを 経 由 し な い パ ケ ッ ト よ り も 、 こ の RSを 経 由 す る こ と で 生 じ る 遅 延 時 間 （ フ レ ー ム 数 ）
だ け 先 行 し て 処 理 さ れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 基 準 待 機 時 間 （ Δ t_ugs、 Δ t_rtpt） は 、 保 証 品 質 を 維 持 で き る 下 限 値 に 所 定 の 余
裕 を 持 た せ た 時 間 に 設 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 UGS」 や 「 rtPS」
で あ っ て も 、 保 証 品 質 上 の 余 裕 が あ る パ ケ ッ ト に 関 し て は ス ケ ジ ュ ー リ ン グ が 先 送 り さ れ
、 保 証 品 質 上 の 余 裕 の な い パ ケ ッ ト の み が 先 行 し て ス ケ ジ ュ ー リ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 nrtPS」 で 緊 急 度 が 「 高 」 の 各 キ ュ ー の 先 頭 パ ケ ッ ト に 関 し
て は 、 パ ケ ッ ト を 新 た に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ し て も フ ロ ー の 伝 送 レ ー ト が 保 証 レ ー ト を 超 え
な い こ と 、 換 言 す れ ば 、 実 績 が 保 証 品 質 を 超 え て し ま わ な い こ と が ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 条 件
と さ れ て い る 。 ま た 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 UGS」 、 「 rtPS」 お よ び 「 nrtPS」 の い ず れ か で
緊 急 度 が 「 低 」 の 各 キ ュ ー の 先 頭 パ ケ ッ ト 、 な ら び に サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 BE」 の キ ュ ー の
先 頭 パ ケ ッ ト に 関 し て は 、 キ ュ ー に 存 在 す る 全 て の パ ケ ッ ト が ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 条 件 を 満
た し て い る と 判 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ９ へ 戻 り 、 ス テ ッ プ S２ ３ で は 、 前 記 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 条 件 を 満 足 す る パ ケ ッ ト の 中
か ら 、 優 先 度 が m番 目 の 先 頭 パ ケ ッ ト が 選 択 さ れ る 。 し た が っ て 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 UGS
」 お よ び 「 rtPS」 の い ず れ か で あ れ ば 、 前 記 較 正 後 の 待 機 時 間 が m番 目 に 長 い パ ケ ッ ト が
選 択 さ れ 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 nrtPS」 で あ れ ば 、 伝 送 レ ー ト が m番 目 に 低 い パ ケ ッ ト が 選
択 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 で は サ ー ビ ス ク ラ ス ご と に 、 前 記 図 ６ に 関 し て 説 明 し た よ う に 、
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BSと 直 接 接 続 さ れ た SS宛 用 の キ ュ ー と 、 BSと １ つ の 中 継 局 を 経 由 し て （ ２ ホ ッ プ ） 接 続 さ
れ た SS宛 用 の キ ュ ー と 、 BSと ２ つ の 中 継 局 を 経 由 し て （ ３ ホ ッ プ ） 接 続 さ れ た SS宛 用 の キ
ュ ー と 、 BSと ３ つ の 中 継 局 を 経 由 し て 接 続 さ れ た SS宛 用 の キ ュ ー … と が 設 け ら れ て い る 。
そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ で は 各 キ ュ ー の 先 頭 パ ケ ッ ト の 待 機 時 間 や 伝 送 レ ー ト が 参 照 さ れ
、 待 機 時 間 が m番 目 に 長 い パ ケ ッ ト 、 ま た は 伝 送 レ ー ト が m番 目 に 低 い パ ケ ッ ト が 選 択 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ S２ ４ で は 、 選 択 さ れ た パ ケ ッ ト が 既 に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 済 み の 他 の パ ケ ッ ト
と 同 一 タ イ ミ ン グ で 送 信 可 能 で あ る か 否 か が 判 定 さ れ る 。 宛 先 が 異 な り 、 か つ 干 渉 が 生 じ
な い な ど の 所 定 条 件 が 成 立 す れ ば 、 同 時 送 信 が 可 能 と 判 定 さ れ て ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ へ 進 む 。
ス テ ッ プ S２ ５ で は 、 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル の 既 存 タ イ ミ ン グ に 当 該 パ ケ ッ ト の エ
ン ト リ が 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ に 対 し て 、 同 時 送 信 が 不 可 能 で あ れ ば ス テ ッ プ S２ ６ へ 進 み 、 今 回 の パ ケ ッ ト を 送
信 す る た め に 必 要 な バ ー ス ト サ イ ズ を フ レ ー ム に 追 加 可 能 で あ る か 否 か が 判 定 さ れ る 。 追
加 可 能 で あ れ ば ス テ ッ プ S２ ７ へ 進 み 、 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル １ １ １ の 新 規 タ イ ミ
ン グ に エ ン ト リ が 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ S２ ８ で は 、 今 回 の 選 択 パ ケ ッ ト が BSか ら RSを 中 継 せ ず に 宛 先 の SSま で 直 接 送
信 さ れ る ダ イ レ ク ト パ ケ ッ ト か 、 あ る い は BSか ら SSま で RSを 中 継 し て 送 信 さ れ る リ レ ー パ
ケ ッ ト の い ず れ で あ る か が 判 定 さ れ る 。 リ レ ー パ ケ ッ ト で あ れ ば 、 さ ら に RS－ SS間 で の パ
ケ ッ ト 交 換 を ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る た め に ス テ ッ プ S２ ９ へ 進 む 。 ス テ ッ プ S２ ９ で は 、 今
回 の 注 目 パ ケ ッ ト が 既 に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 済 み の パ ケ ッ ト と 同 一 タ イ ミ ン グ で 送 信 可 能 で
あ る か 否 か が 前 記 と 同 様 に 判 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 同 時 送 信 が 可 能 で あ れ ば 、 ス テ ッ プ S３ ０ に お い て 次 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル １ １ ２
の 既 存 タ イ ミ ン グ に 当 該 パ ケ ッ ト の エ ン ト リ が 追 加 さ れ る 。 同 時 送 信 が 不 可 能 で あ れ ば ス
テ ッ プ S３ １ へ 進 み 、 次 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル の 新 規 タ イ ミ ン グ に 当 該 パ ケ ッ ト の エ
ン ト リ が 追 加 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ で は 、 先 頭 パ ケ ッ ト が ス ケ ジ ュ ー リ ン グ さ れ た キ ュ
ー の キ ュ ー テ ー ブ ル １ ０ ８ が 更 新 さ れ て 先 頭 パ ケ ッ ト が 更 新 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 方 、 前 記 ス テ ッ プ S２ ６ に お い て 追 加 不 可 能 と 判 定 さ れ る と ス テ ッ プ S３ ４ へ 進 む 。 ス
テ ッ プ S３ ４ で は 、 優 先 度 変 数 mが 最 大 値 m_maxに 達 し て い る か 否 か が 判 定 さ れ 、 最 初 は 達
し て い な い と 判 定 さ れ る の で ス テ ッ プ S３ ５ へ 進 む 。 ス テ ッ プ S３ ５ で は 、 優 先 度 変 数 mが
更 新 (m=m+1)さ れ 、 同 一 の サ ー ビ ス ク ラ ス 内 で 優 先 度 が 次 に 高 い 先 頭 パ ケ ッ ト に 関 し て 上
記 し た 各 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 す な わ ち 、 優 先 度 が m番 目 の 先 頭 パ ケ ッ ト の 送 信 に 必 要 な バ ー ス ト サ イ ズ を フ レ ー ム に
確 保 で き な け れ ば 、 優 先 度 が よ り 低 い 他 の 先 頭 パ ケ ッ ト が 参 照 さ れ 、 パ ケ ッ ト サ イ ズ が 小
さ く て 、 そ の 送 信 に 必 要 な バ ー ス ト サ イ ズ を 確 保 で き る 先 頭 パ ケ ッ ト が あ れ ば 、 そ の ス ケ
ジ ュ ー リ ン グ を 実 施 す る た め に ス テ ッ プ S２ ３ へ 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 UGS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急 度 高 」 の 各 キ ュ ー
の 先 頭 パ ケ ッ ト が 次 々 に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ さ れ 、 バ ー ス ト サ イ ズ を 確 保 で き る 先 頭 パ ケ ッ
ト が 無 く な る か 、 あ る い は ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ で ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 条 件 を 満 足 す る 先 頭 パ ケ ッ
ト が な い と 判 定 さ れ れ ば 図 ８ の ス テ ッ プ Ｓ ２ へ 進 み 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 rtPS」 で サ ブ ク
ラ ス が 「 緊 急 度 高 」 の 各 キ ュ ー の 先 頭 パ ケ ッ ト に 関 し て 、 上 記 し た パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ
ン グ の 処 理 が 改 め て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 下 同 様 に 、 ス テ ッ プ S３ に お い て 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 nrtPS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急
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度 高 」 の キ ュ ー に 関 し て 上 記 し た パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の 処 理 が 終 了 す る と 、 ス テ ッ
プ S４ ， S５ ， Ｓ ６ 、 Ｓ ７ で は 、 そ れ ぞ れ サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 UGS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急
度 低 」 の キ ュ ー 、 サ ー ビ ス ク ラ ス が 「 rtPS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急 度 低 」 の キ ュ ー 、 サ ー
ビ ス ク ラ ス が 「 nrtPS」 で サ ブ ク ラ ス が 「 緊 急 度 低 」 の キ ュ ー 、 お よ び サ ー ビ ス ク ラ ス が
「 BE」 の キ ュ ー の 各 先 頭 パ ケ ッ ト に 関 し て ス ケ ジ ュ ー リ ン グ が 順 次 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 い ず れ の サ ー ビ ス ク ラ ス で も 、 「 緊 急 度 低 」 の サ ブ ク ラ ス で は 、 ス テ ッ プ S２ ２ で 判 定
さ れ る ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 条 件 が 「 キ ュ ー 内 に パ ケ ッ ト が 存 在 す る こ と 」 （ 図 １ ０ を 参 照 ）
な の で 、 キ ュ ー に パ ケ ッ ト が 存 在 す る 限 り 同 一 ク ラ ス で ス ケ ジ ュ ー リ ン グ が 繰 り 返 さ れ 、
全 て の パ ケ ッ ト に 関 し て ス ケ ジ ュ ー リ ン グ が 完 了 す る と 、 下 位 の サ ー ビ ス ク ラ ス へ 移 行 し
て 同 様 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 い で 、 上 記 し た パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ～ Ｓ ２ ７ で 実 施 さ れ る 今
回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル （ １ １ １ ） へ の エ ン ト リ の 登 録 方 法 、 お よ び ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ ～
Ｓ ２ ９ で 実 施 さ れ る 次 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル （ １ １ ２ ） へ の エ ン ト リ の 登 録 方 法 を 、
図 １ １ 、 １ ２ の 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル １ １ １ お よ び 図 １ ３ の 次 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ
ー ブ ル １ １ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル １ １ １ に は 、 今 回 の フ レ ー ム に 登 録 さ れ る マ ッ プ で 送 信 タ
イ ミ ン グ を 規 定 さ れ る 各 パ ケ ッ ト の 管 理 情 報 が 登 録 さ れ 、 次 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル １
１ ２ は 、 次 回 の フ レ ー ム に 登 録 さ れ る マ ッ プ で 送 信 タ イ ミ ン グ を 規 定 さ れ る 各 パ ケ ッ ト の
管 理 情 報 が 登 録 さ れ る 。 し た が っ て 、 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル １ １ １ に 登 録 さ れ た パ
ケ ッ ト は 、 次 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル １ １ ２ に 登 録 さ れ た パ ケ ッ ト よ り も 、 １ フ レ ー ム
分 だ け 早 い タ イ ミ ン グ で 送 受 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ こ で は 、 図 １ に 示 し た ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 に お い て 、 BSか ら SS11宛 、 SS12宛 、 SS22宛 お
よ び SS21宛 に 送 信 す る パ ケ ッ ト を 当 該 順 序 で ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る 場 合 を 例 に し て 説 明 す
る 。 ま た 、 （ ｎ － １ ） 番 目 の フ レ ー ム の マ ッ プ に 関 し て 作 成 さ れ た 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ
ー ブ ル が 図 １ １ (a)の 通 り で あ る も の と し て 、 ｎ 番 目 の フ レ ー ム に 登 録 さ れ る マ ッ プ に 関
し て 生 成 さ れ る 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル の 作 成 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 BSは 始 め に 図 ３ の SS管 理 テ ー ブ ル を 参 照 し 、 SS11が RS1の 配 下 で あ る こ と を 認 識 す る と
、 さ ら に 図 4の RS管 理 テ ー ブ ル を 参 照 し 、 BSか ら RS1へ 送 信 す る 際 の 干 渉 源 が RS2で あ る こ
と を 認 識 す る 。 こ こ で 、 今 回 の 注 目 パ ケ ッ ト (SS11宛 ） を 既 に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 済 み の 他
の パ ケ ッ ト と 同 時 に 送 信 で き る 条 件 （ 図 １ ０ の ス テ ッ プ S２ ４ に 相 当 ） は 、 送 信 元 （ こ こ
で は 、 BS） が ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 済 み パ ケ ッ ト の 「 直 接 接 続 先 」 お よ び 「 干 渉 源 」 と し て 登
録 さ れ て お ら ず 、 か つ 宛 先 （ こ こ で は 、 RS1） が 「 直 接 接 続 先 」 お よ び 「 宛 先 」 に 登 録 さ
れ て い な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ １ (a)の 今 回 MAP作 成 補 助 テ ー ブ ル を 参 照 す れ ば 、 送 信 タ イ ミ ン グ T_1で は 直 接 接 続
先 に 宛 先 の RS1が 登 録 さ れ て い る の で 、 当 該 タ イ ミ ン グ で は 送 信 で き な い 。 送 信 タ イ ミ ン
グ T_2で は 、 第 ２ 直 接 接 続 先 に 宛 先 の RS1が 登 録 さ れ て い る の で 当 該 タ イ ミ ン グ で も 送 信 で
き な い 。 送 信 タ イ ミ ン グ T_3で は 、 第 1干 渉 源 に 送 信 元 の BSが 登 録 さ れ て い る の で 当 該 タ イ
ミ ン グ で も 送 信 で き な い 。 し た が っ て 、 今 回 の 注 目 パ ケ ッ ト (SS11宛 ） に 関 し て は 同 時 送
信 が 不 可 能 と 判 断 さ れ 、 図 １ １ (b)に 示 し た よ う に 、 新 た な 送 信 タ イ ミ ン グ T_4に エ ン ト リ
が 追 加 さ れ 、 そ の 第 １ 宛 先 に 「 RS1」 が 登 録 さ れ 、 直 接 接 続 先 に 「 BS」 が 登 録 さ れ 、 干 渉
源 に 「 RS2」 が 登 録 さ れ る （ 図 ９ の ス テ ッ プ S２ ７ に 相 当 ） 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ と 同 時 に 、 図 １ ３ (a)に 示 し た よ う に 、 次 回 MAP作 成 補 助 テ ー ブ ル で も 送 信 タ イ ミ ン
グ T_11に エ ン ト リ が 追 加 （ 図 ９ の ス テ ッ プ S３ １ に 相 当 ） さ れ 、 そ の 第 １ 宛 先 に 「 SS11」
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が 登 録 さ れ 、 直 接 接 続 先 に 「 RS1」 が 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 い で 、 SS12宛 の パ ケ ッ ト に 注 目 す る と 、 SS12は RS1の 配 下 な の で 、 BSか ら RS1へ 送 信 す
る 際 の 干 渉 源 を 識 別 す る た め に 図 4の RS管 理 テ ー ブ ル が 参 照 さ れ 、 RS2が 干 渉 源 と し て 認 識
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 更 新 さ れ た 図 １ １ (b)の 今 回 MAP作 成 補 助 テ ー ブ ル を 参 照 す れ ば 、 送 信 タ イ ミ ン
グ T_1で は 直 接 接 続 先 に 宛 先 の RS1が 登 録 さ れ て い る の で 、 当 該 タ イ ミ ン グ で は 送 信 で き な
い 。 送 信 タ イ ミ ン グ T_2で は 、 第 ２ 直 接 接 続 先 に 宛 先 の RS1が 登 録 さ れ て い る の で 当 該 タ イ
ミ ン グ で も 送 信 で き な い 。 送 信 タ イ ミ ン グ T_3で は 、 第 １ 干 渉 源 に 送 信 元 の BSが 登 録 さ れ
て い る の で 当 該 タ イ ミ ン グ で も 送 信 で き な い 。 し た が っ て 、 今 回 の 注 目 パ ケ ッ ト (SS12宛
） に 関 し て は 同 時 送 信 が 不 可 能 と 判 断 さ れ 、 図 １ １ (c)に 示 し た よ う に 、 新 た な 送 信 タ イ
ミ ン グ T_5に エ ン ト リ が 追 加 さ れ 、 そ の 第 １ 宛 先 に 「 RS1」 が 登 録 さ れ 、 直 接 接 続 先 に 「 BS
」 が 登 録 さ れ 、 干 渉 源 に 「 RS2」 が 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ れ と 同 時 に 、 図 １ ３ (b)に 示 し た よ う に 、 次 回 MAP作 成 補 助 テ ー ブ ル に お い て 、 送 信 タ
イ ミ ン グ T_12に エ ン ト リ が 追 加 さ れ 、 そ の 第 １ 宛 先 に 「 SS12」 が 登 録 さ れ 、 直 接 接 続 先 に
「 RS1」 が 登 録 さ れ 、 第 １ 干 渉 源 と し て RS2が 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 い で 、 SS22宛 の パ ケ ッ ト に 着 目 す る と 、 S22は RS2の 配 下 な の で 、 BSか ら RS2へ 送 信 す
る 際 の 干 渉 源 を 識 別 す る た め に 図 4の RS管 理 テ ー ブ ル が 参 照 さ れ 、 RS1が 干 渉 源 と し て 認 識
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ こ で 、 更 新 さ れ た 図 １ １ (c)の MAP作 成 補 助 テ ー ブ ル を 参 照 す れ ば 、 送 信 タ イ ミ ン グ T_
1で は 、 送 信 元 の BSが 「 直 接 接 続 先 」 お よ び 「 干 渉 源 」 の い ず れ と し て も 登 録 さ れ て お ら
ず 、 か つ 宛 先 の RS2が 「 直 接 接 続 先 」 お よ び 「 宛 先 」 の い ず れ と し て も 登 録 さ れ て い な い
。 し た が っ て 、 BSか ら RS2宛 の パ ケ ッ ト は 当 該 送 信 タ イ ミ ン グ T_1で 既 登 録 の パ ケ ッ ト と 同
時 送 信 が 可 能 と 判 定 さ れ る の で 、 図 １ １ (d)に 示 し た よ う に 、 送 信 タ イ ミ ン グ T_1の エ ン ト
リ に 、 第 ２ 宛 先 と し て RS2が 登 録 さ れ 、 直 接 接 続 先 と し て BSが 登 録 さ れ 、 干 渉 源 と し て RS1
が 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ れ と 同 時 に 、 RS2か ら SS22宛 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ が 次 MAP作 成 補 助 テ ー ブ ル に 追 加 さ れ
る が 、 RS2か ら SS22宛 の パ ケ ッ ト は 、 送 信 タ イ ミ ン グ T_11に お い て RS1か ら SS11宛 の パ ケ ッ
ト と 同 時 送 信 が 可 能 と 判 断 さ れ る の で 、 図 １ ３ (c)に 示 し た よ う に 、 次 MAP作 成 補 助 テ ー ブ
ル の 送 信 タ イ ミ ン グ T_11の エ ン ト リ に 、 第 ２ 宛 先 と し て SS22が 登 録 さ れ 、 直 接 接 続 先 と し
て RS2が 登 録 さ れ 、 干 渉 源 と し て BSが 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 い で 、 SS21宛 の パ ケ ッ ト に 着 目 す る と 、 SS21は RS2の 配 下 な の で 、 BSか ら RS2へ 送 信 す
る 際 の 干 渉 源 を 識 別 す る た め に 図 4の RS管 理 テ ー ブ ル が 参 照 さ れ 、 RS1が 干 渉 源 と し て 認 識
さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ こ で 、 更 新 さ れ た 図 １ １ (d)の MAP作 成 補 助 テ ー ブ ル を 参 照 す れ ば 、 送 信 タ イ ミ ン グ T_
1で は 、 第 ２ 直 接 接 続 先 に 宛 先 の RS2が 登 録 さ れ て い る の で 、 当 該 タ イ ミ ン グ で は 送 信 で き
な い 。 送 信 タ イ ミ ン グ T_2， T_3で は 、 第 １ 直 接 接 続 先 に 宛 先 の RS2が 登 録 さ れ て い る の で
当 該 タ イ ミ ン グ で も 送 信 で き な い 。 送 信 タ イ ミ ン グ T_4， T_5で は 、 第 １ 直 接 接 続 先 に 送 信
元 の BSが 登 録 さ れ て い る の で 当 該 タ イ ミ ン グ で も 送 信 で き な い 。 し た が っ て 、 今 回 の 注 目
パ ケ ッ ト (SS21宛 ） に 関 し て は 同 時 送 信 が 不 可 能 と 判 断 さ れ 、 図 １ １ (e)に 示 し た よ う に 、
新 た な 送 信 タ イ ミ ン グ T_6に エ ン ト リ が 追 加 さ れ 、 そ の 第 １ 宛 先 に 「 RS2」 が 登 録 さ れ 、 直
接 接 続 先 に 「 BS」 が 登 録 さ れ 、 干 渉 源 に 「 RS1」 が 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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　 こ れ と 同 時 に 、 図 １ ３ (d)に 示 し た よ う に 、 次 MAP作 成 補 助 テ ー ブ ル に お い て 、 送 信 タ イ
ミ ン グ T_13に エ ン ト リ が 追 加 さ れ 、 そ の 第 １ 宛 先 に 「 SS21」 が 登 録 さ れ 、 直 接 接 続 先 に 「
RS2」 が 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 上 記 し た 実 施 形 態 で は 、 BSか ら 各 SSへ の ダ ウ ン リ ン ク (DL)時 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 例 に
し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 各 SSか ら BSへ の ア ッ プ リ
ン ク (UL)時 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ に も 同 様 に 適 用 で き る 。 UL時 の ス ケ ジ ュ ー ル で は 、 BSは SS
か ら の 帯 域 要 求 を 契 機 と し て 帯 域 を 割 り 当 て る が 、 BSは 帯 域 要 求 を 検 知 す る と 、 こ の 要 求
を 格 納 す る メ モ リ の ア ド レ ス を 、 要 求 を 受 信 し た 時 間 と 共 に 記 録 す る 。 こ の よ う に す る こ
と で 、 UL時 も DL時 と 同 様 の 処 理 構 成 で MAPを 生 成 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 上 、 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 挙 げ て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 必 ず し も 上 記 実 施 形
態 に 囚 わ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 概 念 が 変 化 し な い 範 囲 で 多 様 に 変 化 さ せ て 実 施 可 能
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 無 線 基 地 局 BSお よ び 無 線 中 継 局 RSの カ バ レ ッ ジ エ リ ア の 位 置 関 係 を 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 無 線 端 末 SSの カ バ レ ッ ジ エ リ ア の 位 置 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 BSで 管 理 さ れ て い る SS管 理 テ ー ブ ル の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 各 RSで 管 理 さ れ て い る RS管 理 テ ー ブ ル の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 BSの 主 要 部 の 構 成 を 示 し た 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 フ レ ー ム の 主 要 部 の 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 サ ー ビ ス ク ラ ス の 分 類 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 BSに お け る パ ケ ッ ト 送 信 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 手 順 を 模 式 的 に 表 現 し た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 手 順 の 詳 細 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 サ ー ビ ス ク ラ ス ご と に 設 定 さ れ た ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 条 件 を 一 覧 表 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル の 登 録 内 容 を 示 し た 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 １ ２ 】 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル の 登 録 内 容 を 示 し た 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 １ ３ 】 次 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル の 登 録 内 容 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 １ ０ １ … パ ケ ッ ト 分 配 部 ， １ ０ ２ … キ ュ ー ， １ ０ ３ … パ ケ ッ ト 抽 出 部 ， １ ０ ４ … 優 先 度
ポ リ シ ー ， １ ０ ５ … マ ッ プ 作 成 部 ， １ ０ ６ … フ レ ー ム 作 成 部 ， １ ０ ７ … フ レ ー ム 送 信 部 ，
１ ０ ８ … キ ュ ー テ ー ブ ル ， １ １ ０ … SS管 理 テ ー ブ ル ， １ １ １ … 今 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ
ル ， １ １ ２ … 次 回 マ ッ プ 作 成 補 助 テ ー ブ ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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